
 

名、清水町1名、沼津市2名、富士市1名、静岡市3名、藤枝市1名、島田市2名、浜北市1

名 ▽県外2名：神奈川県、岩手県各1名、 

３．2005年度第1回石油部会開催される           －資料提供JF全漁連－ 

 JF全漁連では、去る4月4日2005年度第1回石油部会を開催し、①最近の石油情勢 ②石

油製品の供給価格改定(値上げ) ③「IQ堅持・燃油高騰対策等を求める緊急全国漁業代

表者集会」について協議・報告しました。 

 国際石油情勢について、OPECは3月16日、現行生産枠(27,000千
バー
／日)を500千

バー
／日

引き上げ27,50

旬現在56㌦／
バ

レ

高騰と中国・イ

ました。 

 一方国内石油

況の高騰により

 平成17年4月1日から静岡市が政令指定都市に移行し、区が設置されることに伴い、本

会の住所が次のとおり変更になりましたので、お知らせします。 

▽ 新住所：〒420-8666 静岡市葵区追手町9－18 (電話・FAX番号は変わりません) 

８．諸会議日程(4月12日(火)～４月25日(月))           －既報分省略－ 

4月15日(金) 県旋網漁業者協会＝石廊崎沖漁場操業協定協議会 (静浦漁協) 

4月18日(月) 県漁業振興基金＝栽培漁業に係る放流種苗調整会議 (県水産会館) 

レル レル

0千
バー

レル／日とすることで合意したものの、原油市況は、WTIにおいて3月下
ー

ルまで上昇し、史上最高水準で推移しています。製品市況は、原油価格の

ンドの製品需要が旺盛なことなどから、3月下旬には64㌦／
バー

レル台に高騰し

情勢は、3月に入っても暖房用需要が引き続き堅調なことと、海外製品市

製品の輸入が減少していることなどから中間留分を中心として在庫が減

4月19日(火) 県JF共済推進本部＝推進専門委員会 (  〃  ) 

  〃    県漁協系統経営基盤強化対策本部 

＝県漁協基盤強化方針全体説明会 (  〃  )  

4月21日(木) 県信漁連＝第1回理事会 (  〃  ) 

4月22日(金) 県旋網漁業者協会＝御前崎沖周辺漁場操業協定協議会 (  〃  ) 

4月23日(土) 県漁連＝口坂本の森クラブ活動 (静岡市) 

4月25日(月) 県漁港漁場協会＝監査会 (ブケ東海) 
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１．県下沿海地区漁協 役員改選のお知らせ 

 3月に総(代)会等を開催した沿海地区漁協のうち、任期満了による役員改選等を行なっ

た漁協の組合長、常勤役員等が次のとおり決定しましたのでお知らせします。 

漁 協 名 代表理事組合長 その他役員 

仁 科 浜 鈴木 勝二(新)  

内   浦 大沼 富久(新) 日吉 俊雄(専務：新) 

静   浦 佐藤 勝男(新)  

沼津我入道 鈴木 丈雄(新)  

御 前 崎 増田 勇一(新) 薮田 国之(専務：再) 

浜   名 星川壽美雄(再) 内山 尚夫(専務：新) 

２．第36期入学式を挙行 立派な海の男を目指し15名が入学  －県立漁業高等学園－

 県立漁業高等学園(鈴木達夫園長)では、去る4月7日多くの漁業関係者が出席する中で、

平成17年度(第36期)の入学式を挙行しました。 

式典では鈴木園長の式辞に続いて、戸本焼津市長、星川後援会副会長(県信漁連会長)

から夫々祝辞が述べられました。 

この後、新入生を代表して機関科の松芳英将君が「友と助け合い学習に励み、本県の

漁業の将来を担う良き後継者となるよう努力します」と誓いの言葉を述べ閉会しました。

なお、新入生は全員寮に入り、今後漁業に関する基礎的な学習をつんだ後、1ヶ月に亘

る航海実習などにも取り組み、来年の国家試験で5級海技士以上の資格を取得することを

目指します。 

本年度入学者の出身地の内訳は次のとおりです。▽県内13名：下田市1名、御殿場市1

少、需給がひっ迫し、スポット市況は高騰しています。 

こうした状況を受けて、元売各社は4月1日付で4,800円～5,100円／klの値上げを次々

に実施し、JF全漁連としては、輸入コストのアップ並びに関係元売から強い値上げ要請

を受け、コストアップ分を吸収することは困難な状況にあること等の値上げ背景を説明

の上、供給価格改定を上程し、4月11日出荷分より値上げします。 

４．テングサの作柄調査始まる                －県水試伊豆分場－

 本県のテングサ生産量は伊豆半島を中心に昨年142㌧(乾燥)を収穫し、全国一を誇って

いますが、5月中旬の漁期を前に県水試伊豆分場による作柄調査が始まりました。 

作柄調査は4月末までに、東伊豆町から西伊豆町にかけて5漁協管内の沿岸約30地点で

行なわれます。調査結果は漁協に通知され、今年の口開け(解禁日)を決める参考資料と

なります。 

1日には田子海岸の水深5～10㍍の4地点で調査が行なわれ、その4地点の平均は、1㎡あ

たりの着生量1,400㌘、長さ14㌢で昨年と比較すると、長さは短いものの着生量は同じで

した。また、テングサが広く着生していることから、この海域では昨年より増産が予想

されます。  

５．福田町漁協が遠州漁協に名称変更 

 4月1日に磐南5市町村(磐田市、福田町、竜洋町、豊田町、豊岡村)の市町村合併による

新市発足に伴い、3月23日付で福田町漁業協同組合が遠州漁業協同組合に名称変更しまし

た。また、住所も次のとおり変更になりましたのでお知らせします。 

▽新住所：〒437－1202 磐田市豊浜4127－22 (電話・FAX番号は変わりません) 

６．沼津我入道漁協FAX番号訂正のお知らせ 

 本会で発行した平成16年度県漁業協同組合役職員名簿の記載の中で、沼津我入道漁協

(名簿P36)のFAX番号に誤りがありましたのでお知らせします。 

▽(誤)055-932-9053 ⇒ (正)055-932-9059 

７．本会住所変更のお知らせ 


